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地域の地域の医療を医療を守る守る
伊東市医師会伊東市医師会

東
市
医
師
会
で
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
を
通
じ

て
地
域
住
民
が
病
気
に

な
っ
た
際
に
も
安
心
な
医
療
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
、
ま
た
、
地
域
住

民
が
常
に
健
康
管
理
を
行
え
る
よ

う
に
「
連
携
・
協
調
・
協
働
」
の

下
、
伊
東
市
の
医
療
体
制
を
整
え

て
い
ま
す
。
今
回
は
、
高
齢
者
が

安
心
し
て
地
域
で
暮
ら
せ
る
よ
う

医
師
会
が
進
め
て
い
る
在
宅
医
療

へ
の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

I to　Medical　 AssociationIto　Medical　 Association
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在
宅
医
療
と
は
？　

　
在
宅
医
療
と
は
、
自
宅
で
医
療

介
護
を
受
け
ら
れ
る
も
の
で
、
昔

で
い
う
「
往
診
」
で
す
。
現
代
の

在
宅
医
療
は
、
医
師
の
診
察
治
療

だ
け
で
な
く
、
看
護
師
や
訪
問
ヘ

ル
パ
ー
た
ち
も
参
加
し
、
身
の
回

り
の
お
世
話
な
ど
の
介
護
保
険
制

度
を
一
緒
に
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、

医
療
と
介
護
の
包
括
的
な
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
ま
す
。

　
　
在
宅
医
療
が
必
要
な
理
由

　
　
と
は
？　

　
そ
の
理
由
は
、
少
子
高
齢
化
に

よ
る
国
の
社
会
保
障
費
の
削
減
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
医
療
費
は
年
間

50
兆
円
以
上
も
か
か
っ
て
い
ま
す

の
で
、
少
し
で
も
健
康
で
、
で
き

る
だ
け
入
院
を
避
け
て
自
宅
で
過

ご
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
、
熱

海
伊
東
医
療
圏
を
含
め
、
日
本
中

の
地
域
に
お
い
て
入
院
病
床
の
配

分
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
図
１
の
よ
う
に
、
病
床
機
能

分
化
と
い
っ
た
病
床
再
編
が
行
わ

れ
、
心
筋
梗
塞
な
ど
の
命
に
係
わ

る
重
篤
な
疾
患
の
患
者
は
高
度
急

性
期
病
床
（
熱
海
伊
東
医
療
圏
で

は
順
天
堂
大
学
医
学
部
附
属
静
岡

病
院
）
を
、
直
ち
に
命
に
は
危
険

は
な
い
が
、
骨
折
し
た
り
、
脳
梗

塞
で
倒
れ
た
り
、
肺
炎
に
な
っ
た

り
、
急
に
体
調
を
崩
し
て
入
院
が

必
要
に
な
っ
た
患
者
は
急
性
期
病

床
（
熱
海
伊
東
医
療
圏
で
は
伊
東

市
民
病
院
や
国
際
医
療
福
祉
大
学

熱
海
病
院
）
を
利
用
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
最
近
で
は
、
体
調
が

良
く
な
る
と
す
ぐ
に
退
院
を
勧
め

ら
れ
、
脳
梗
塞
や
大
腿
骨
骨
折
後

に
２
週
間
も
す
る
と
病
院
が
変
わ

る
経
験
を
し
た
人
も
い
る
と
思
い

ま
す
。
こ
の
病
床
の
役
割
分
担
で

は
、
急
性
期
医
療
が
必
要
な
く

な
っ
た
安
定
期
に
入
る
と
、
回
復

期
病
床
や
慢
性
期
病
床
と
い
っ
た
、

医
療
よ
り
リ
ハ
ビ
リ
治
療
や
病
気

の
療
養
に
特
化
し
た
病
院
（
療
養

型
病
院
）
に
移
る
必
要
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
ら
の
病
床
数
が
徐
々

に
減
少
し
て
い
る
現
状
が
あ
り
ま

す
。

　
そ
の
た
め
、
医
療
の
必
要
性
が

低
減
す
る
と
退
院
し
、
在
宅
で
医

療
及
び
介
護
を
受
け
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。
こ
れ
が
在
宅
医
療
の
役

割
で
、
令
和
７
年
に
は
在
宅
医
療

を
受
け
る
患
者
の
数
が
現
在
の

1．5

倍
に
増
え
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま

す
。

連携・協調・協働による
在宅医療

Ito　Medical　 AssociationIto　Medical　 Association

協調 協働

連携

図１：病床機能分化
出典：県ホームページ
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在
宅
医
療
を
実
現
す
る
た
め

　
　
に
は
？

　
高
齢
者
の
場
合
、
全
身
が
衰
弱

す
る
フ
レ
イ
ル
（
フ
レ
イ
ル
に
つ

い
て
は
、
７
P
で
詳
し
く
説
明
し

て
い
ま
す
。
）
や
認
知
症
の
進
行

に
よ
り
、
必
要
な
医
療
の
度
合
い

が
減
少
し
、
介
護
の
必
要
度
が
増

加
し
ま
す
。
老
化
に
伴
っ
て
、
病

気
を
「
治
す
」
と
い
う
医
療
よ
り
、

介
護
や
身
の
回
り
の
「
お
世
話
」

が
求
め
ら
れ
る
状
況
が
増
え
、
特

に
入
院
医
療
の
必
要
性
が
低
下
し

ま
す
。

　
図
２
の
よ
う
に
、
年
齢
と
と
も

に
体
の
機
能
が
低
下
し
、
フ
レ
イ

ル
が
進
行
し
ま
す
。
体
の
機
能
を

若
い
頃
の
レ
ベ
ル
に
戻
す
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
徐
々
に
フ
レ
イ
ル

が
進
行
す
れ
ば
、
医
療
の
必
要
性

よ
り
も
入
浴
や
ト
イ
レ
な
ど
身
の

回
り
の
お
世
話
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
最
後
は
、
患
者
の
意
思
に
従

い
、
尊
厳
の
あ
る
穏
や
か
な
死
を

迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
医
療
介
護
が

連
携
し
対
応
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。

　
在
宅
医
療
の
実
現
に
は
、
医
師

や
看
護
師
な
ど
の
医
療
関
係
者
と
、

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
介
護
ヘ
ル

パ
ー
な
ど
の
介
護
関
係
者
の
連
携

が
必
要
で
す
。
か
か
り
つ
け
医
が

医
療
介
護
の
連
携
を
図
り
患
者
の

住
み
慣
れ
た
我
が
家
で
、
医
療
介

護
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
す
。

特
に
、
体
調
が
悪
く
な
り
入
院
し

た
後
、
退
院
す
る
際
に
は
、
多
職

種
が
参
加
し
て
患
者
の
情
報
を
共

有
し
、
切
れ
目
の
な
い
医
療
と
介

護
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
現
在
で
は

Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
を
使

用
し
て
情
報
の
共
有
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
　
伊
東
市
の
現
状

　
「
と
き
ど
き
入
院　
ほ
ぼ
在
宅
」

と
い
う
在
宅
医
療
の
実
現
の
た
め

に
、「
シ
ズ
ケ
ア
＊
か
け
は
し
」

と
い
う
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ツ
ー
ル
を
用
い
た

医
療
介
護
の
連
携
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
県
医
師
会
が
開

発
し
た
在
宅
医
療
介
護
連
携
推
進

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
医
師
、

看
護
師
、
薬
剤
師
な
ど
の
医
療
従

事
者
を
始
め
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
の

介
護
事
業
所
な
ど
、
医
療
や
介
護

に
携
わ
る
多
職
種
が
患
者
の
情
報

を
共
有
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　
本
市
で
は
、

こ
の
シ
ス
テ
ム

の
導
入
を
積
極

的
に
推
奨
し
、

そ
の
結
果
、
県

内
で
の
利
用
率
が
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

と
な
っ
て
い
ま
す
。
医
療
機
関
、

伊
東
市
民
病
院
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
か
か
り
つ
け
機
能
を
有
す
る

診
療
所
や
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な

ど
、
合
計
92
施
設
が
こ
の
シ
ス
テ

ム
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
登
録
患

者
数
は
６
７
１
人
に
達
し
（
令
和

５
年
３
月
末
現
在
）
、
個
人
情
報

の
同
意
を
得
た
上
で
、
皆
さ
ん
の

医
療
情
報
、
介
護
に
必
要
な
日
常

生
活
の
様
子
、
家
族
構
成
な
ど
の

情
報
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
よ
り

安
心
し
て
在
宅
生
活
を
過
ご
せ
る

よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

伊
東
市
医
師
会
会
長　
山
本
佳
洋

　
　
在
宅
医
療
支
援
診
療
所

　
伊
東
市
医
師
会
は
、
各
地
区
に

在
宅
医
療
の
中
心
と
な
る
、
か
か

り
つ
け
機
能
を
有
し
、
24
時
間

３
６
５
日
の
在
宅
医
療
を
推
進
す

る
在
宅
医
療
支
援
診
療
所
を
配
置

し
て
い
ま
す
。

宇
佐
美
…
山
本
医
院

市
街
地
…
は
ぁ
と
ふ
る
内
科
・
泌

尿
器
科　
川
奈
、
横
山
医
院

伊
豆
高
原
・
八
幡
野
…
伊
豆
高
原

ク
リ
ニ
ッ
ク
、
は
ぁ
と
ふ
る
内

科
・
泌
尿
器
科　
伊
豆
高
原
、

メ
デ
ィ
カ
ル
は
ば
伊
豆
高
原

シズケア＊かけはしの
詳細は市ホームページ

から

急性期病床急性期病床医
療
必
要
量

医
療
必
要
量

予
備
能
力

予
備
能
力

介
護
必
要
量

介
護
必
要
量回復期病床回復期病床

健康健康健康
フレイル
（虚弱）
フレイル
（虚弱）
フレイル
（虚弱） 身体機能障害身体機能障害身体機能障害

老健施設老健施設

老人ホーム
在宅医療
特養

老人ホーム
在宅医療
特養慢性期病床慢性期病床

疾患の急変・病気の進行

終末期の局面が長いため、
人としての尊厳を保持する
ことが大切

要支援・要介護状態
死死

加齢

図２：介護予防での医療と介護の必要量変化
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在
宅
療
養
後
方
支
援
病
院
と
は
、

自
宅
や
施
設
で
在
宅
医
療
を
受
け

て
い
る
患
者
の
急
変
時
に
、
24
時

間
い
つ
で
も
救
急
診
療
・
入
院
診

療
が
で
き
る
体
制
を
整
え
る
こ
と

で
、
在
宅
医
療
支
援
診
療
所
か
ら

の
要
請
に
応
え
る
役
割
を
担
う
医

療
機
関
の
こ
と
で
す
。

　
伊
東
市
民
病
院
は
在
宅
療
養
後

方
支
援
病
院
と
し
て
伊
東
市
医
師

会
と
協
働
し
、
在
宅
医
療
を
受
け

て
い
る
患
者
や
家
族
が
安
心
し
て

自
宅
で
過
ご
せ
る
よ
う
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
在
宅
医
療
を
実

施
し
て
い
る
診
療
所
か
ら
患
者

（
緊
急
時
に
伊
東
市
民
病
院
で
の

治
療
を
希
望
さ
れ
て
い
る
患
者
）

に
つ
い
て
あ
ら
か
じ
め
登
録
を
し

て
い
た
だ
き
、
定
期
的
な
情
報
交

換
を
行
う
中
で
、
も
し
も
の
緊
急

時
に
は
、
24
時
間
い
つ
で
も
迅
速

に
対
応
す
る
体
制
を
整
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
入
院
が
必
要
と
な
っ

た
場
合
は
、
入
院
治
療
を
行
い
、

「
と
き
ど
き
入
院　

ほ
ぼ
在
宅
」

の
「
と
き
ど
き
入
院
」
を
担
う
こ

と
で
在
宅
医
療
の
実
現
に
向
け
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
平
成
29
年
～
令
和
３
年
の
集
計

で
は
、
市
で
糖
尿
病
で
亡
く
な
る

人
が
、
男
性
で
は
１
・
13
倍
、
女

性
で
は
１
・
07
倍
、
県
よ
り
多
く
、

糖
尿
病
の
予
防
が
重
要
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
糖
尿
病
は
、
初
期
の
頃
か
ら
動

脈
硬
化
を
進
行
さ
せ
、
心
筋
梗
塞

や
脳
梗
塞
を
発
症
さ
せ
る
要
因
と

な
り
ま
す
。
日
本
人
は
太
っ
て
い

な
く
て
も
糖
尿
病
に
な
り
や
す
い

た
め
、
体
型
だ
け
で
は
糖
尿
病
の

リ
ス
ク
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
毎
年
、

血
糖
値
の
検
査
を
受
け
て
、
糖
尿

病
と
そ
の
合
併
症
を
予
防
し
ま

し
ょ
う
。

　
　
糖
尿
病
の
予
防
に
は

　
　
早
歩
き
が
効
果
的
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
運
動
量
の
目
安
と

し
て
歩
数
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
し

た
が
、
普
段
の
歩
行
に
早
歩
き
を

入
れ
る
と
、
よ
り
糖
尿
病
の
予
防

効
果
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
と

の
研
究
が
あ
り
ま
す
。

　
な
か
な
か
歩
く
時
間
が
な
い
人

は
、
ま
ず
は
普
段
よ
り
１
０
０
０

歩
（
約
10
分
間
の
歩
行
）
増
や
す

こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
市
で
は
、
糖
尿
病
の
予

防
に
つ
い
て
の
健
康
講
座
を
開
催

し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

11月14日は
世界糖尿病デー

㉄健康推進課
☎32-1630

市の特定健診、
後期高齢者健診、

39歳以下健診で行う
血糖値の検査項目と基準値

血　糖
空腹時
100mg/dl未満
随時（食後）
140mg/dl未満

HbA1c 5.6％未満

早歩き時間の目安
早歩き時間 予防できる病気

7.5分間 要介護、認知症、
心疾患、脳卒中

15分間 がん、骨折

20分間 糖尿病、高血圧症、
脂質異常症

出典：東京都健康長寿医療センター研究所
　　　青柳博士
※関節痛やその他の病気がある場合は、医師
　の指示に従って運動してください。
※時間を分けて歩いても効果があります。

健康講座
「どうする?!高血糖」

対　象　糖尿病の治療をしていな
　い人
講　師　おおたか内科クリニック
　大髙正行医師
　ひかり薬局　日吉一彰薬剤師
日　時　11月23日(木・祝）
　13時30分～15時30分
場　所　市役所8階大会議室
申込み　11月15日(水)まで
　に、電話で健康推進課へ。
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特集伊東市医師会

　
「
Ａ
Ｃ
Ｐ
」
と
い
う
言
葉
を
聞

い
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？　
Ａ

Ｃ
Ｐ
（A

dvance C
are Plan

ning

）
と
は
、
将
来
の
変
化
に

備
え
て
将
来
の
医
療
や
ケ
ア
に
つ

い
て
、
本
人
を
主
体
に
そ
の
家
族

や
近
し
い
人
、
医
療
介
護
チ
ー
ム

が
繰
り
返
し
話
し
合
い
、
本
人
に

よ
る
意
思
決
定
を
支
援
す
る
取
組

の
こ
と
を
指
し
ま
す
。こ
れ
は「
人

生
会
議
」
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

　
市
で
は
、
皆
さ
ん
が
Ａ
Ｃ
Ｐ
や

在
宅
医
療
と
介
護
に
つ
い
て
知
る

機
会
を
提
供
す
る
た
め
、
毎
年
医

師
会
と
歯
科
医
師
会
と
共
同
で
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
県
内
在
住
の
訪
問
看
護

師
で
漫
画
家
で
も
あ
る
広
田
奈
都

美
氏
を
お
招
き
し
、
イ
ラ
ス
ト
を

用
い
て
分
か
り
や
す
く
紹
介
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
市
内

の
在
宅
医
療
と
介
護
を
支
え
る
専

門
職
の
皆
さ
ん
も
登
壇
し
て
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
寄
り
添
う
熱
い
思

い
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
今
年
度
開
催
し
た
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
は
、
以
下
の
日
程
で
Ｃ
Ｖ

Ａ
番
組
内
で
放
送
し
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。
左
記
の
二
次
元

バ
ー
コ
ー
ド
か
ら
も
視
聴
可
能
で

す
。

Ｃ
Ｖ
Ａ
放
送
日　
１
部
（
講
演
）

と
２
部
（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）
に

分
け
て
、
各
２
回
放
送
し
ま
す
。

・
11
月
８
日
㈬　
11
時
～
正
午
、

19
時
～
20
時　
第
１
部

・
11
月
９
日
㈭　

 

11
時
～
正
午
、

19
時
～
20
時　
第
２
部

・
11
月
15
日
㈬　

 
15
時
～
16
時
、

21
時
～
22
時　
第
１
部

・
11
月
16
日
㈭　

 
15
時
～
16
時
、

21
時
～
22
時　
第
２
部

　
引
き
続
き
、
市
で
は
、
医
師
会
、

歯
科
医
師
会
、
地
域
の
医
療
・
介

護
の
関
係
機
関
な
ど
と
連
携
し
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
最
も
大
切
に
し

て
い
る
こ
と
に
基
づ
い
て
意
思
決

定
が
で
き
る
よ
う
、
チ
ー
ム
と
し

て
支
援
す
る
体
制
の
整
備
に
努
め

ま
す
。
ま
た
、
市
役
所
、
各
出
張

所
、
医
療
機
関
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
な
ど
に
配
架
し
て
い
る

「
伊
東
市
医
療
・
介
護
マ
ッ
プ
」

に
は
、
診
療
所
、
歯
科
診
療
所
、

介
護
事
業
所
な
ど
の
情
報
を
ま
と

め
て
お
り
、「
か
か
り
つ
け
医
」

を
見
つ
け
る
一
助
に
も
な
り
ま
す

の
で
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
な

お
、
12
月
か
ら
内
容
を
更
新
し
た

も
の
を
配
布
予
定
で
す
。

㉄
高
齢
者
福
祉
課

　
☎

(32)
１
５
６
１
・
０
７
８
１

講演と
シンポジウムは

こちらから ?

ご
自
身
の
「
も
し
も
」
の
と
き
に
つ
い
て

考
え
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か

シンポジウム当日に登壇した専門職の皆さんからのメッセージ

伊東市医療・
介護マップは

市ホームページからも
ご覧になれます

もしものときに慌てないために、かかり
つけ医を持ちましょう。かかりつけ医は
普段の健康相談から、病気の初期医療を
行います。在宅医療が必要になった際は

多職種と連携して、自分らしい生活が送れるように支
援します。お気軽にご相談ください。
医師会代表：横山医院　横山健

人生の最終段階では、食べられなくなる
のが現実です。歯科医として「なんとか
最後まで口から食べてほしい」、「でき
る限りその支援をしたい」という思いで

いっぱいです。一方、口から食べられなくなったら歯
科の役割が終わりではなく、誤

ご
嚥
えん

性肺炎などの予防の
ために口腔内を最後まで管理する必要があります。訪
問歯科診療は緩和ケアの一部です。
歯科医師会代表：下村歯科医院　下村俊宏

ケアマネジャーとして介護保険制度を支
える中心的役割を果たし、医療をはじめ
多職種と連携し皆さんの生活を支援させ
ていただきます。

ケアマネジャー代表：伊豆高原十字の園　太田千子

訪問看護師は、病気や障がいがあっても
年齢に関係なく、その人がその人らし
く、住み慣れた家で過ごせるようお手伝
いさせていただくこと、また、お医者さ

んやケアマネジャーさん、その他さまざまな多職種や
ご本人とご家族のメッセンジャー的役割も担うことが
できますので、心配なことなどぜひご相談ください。
訪問看護師代表：訪問看護ステーションはな　岡野寿乃

広報いとう 6



40代～50代でもフレイル（虚弱）ってホント?40代～50代でもフレイル（虚弱）ってホント?
　皆さんは「フレイル」という言葉を聞いたことはありま
すか。日本語で「虚弱」ともいい、加齢により心身が衰え
てくる状態を指します。加齢による心身の衰えと聞くと、
高齢者の問題と捉えてしまいそうですが、40代や50代で
も増加傾向にあり、フレイル予備群であるプレフレイルに
は40代では４割、50代では５割を超える人が当てはまる
ことが日本生活習慣病予防協会の調査により分かっていま
す。働き盛りの世代でも増えているフレイルについて詳し
く紹介します。

　一般的に左記のような5つの項目のうち、３つ以上該当
するとフレイルに、１～２つではプレフレイルに当てはま
ります。
　フレイルを放置してしまうと、将来的に寝たきり状態に
なり介護が必要になる可能性が高まります。しかし、フレ
イルになったとしても、適切な対策を取ると元の健康な状
態に戻ることができるという特徴があります。では、フレ
イルはどのように発見して、対策を取っていけばよいので
しょうか。

健康診査でフレイルを予防⁉
　フレイルを引き起こす大きな要因は「生活習慣病による
疾病」と「老化」です。
　市では、40歳以上の国保加入者を対象に特定健康診査
を実施しています。この特定健康診査は生活習慣病を予防
するための健診ですので、毎年の受診が重要となります。
75歳以上の人には、フレイルに着目した後期高齢者健康
診査を実施していますので、より詳しくフレイルの評価を
することができます。また、個別相談会を開催し、保健師
や栄養士、看護師などの専門職がフレイルや生活習慣病の
予防に必要な、無理なく実践できる効果的なアドバイスを
しています。個別相談会は完全予約制で、左記の日程で開
催していますので、お電話でご予約ください。ご都合が合
わない場合も他の日程をご案内できることがありますので、
まずはお気軽にお問い合わせください。ご本人だけでなく、
ご家族の健康相談も受け付けています。

㉄健康推進課　☎ 52-3051

意図せず
体重が減る

疲れやすい

歩行速度
低下

運動習慣が
ない

完全予約制　個別相談会日程

会場
実施日

11月 12月

生涯学習センター
ひぐらし会館

16日㈭
28日㈫ 7日㈭

八幡野
コミュニティセンター 12日㈰ 22日㈮

生涯学習センター
荻会館 13日㈬

富戸
コミュニティセンター 10日㈮

市役所 24日㈮ 11日㈪

【フレイルの診断基準】
J-CHS基準を参考に作成

歯
っ
ぴ
ー
噛
む
噛
む
教
室

　
口
は
健
康
の
入
口
で
す
。
歯
が

キ
レ
イ
に
な
る
と
笑
顔
が
増
え
ま

す
。
教
室
で
は
、
口
の
体
操
や
歯

み
が
き
実
習
（
自
分
の
歯
・
入
れ

歯
）
を
行
い
ま
す
。

対　
象　
市
民

日　
時　
12
月
14
日
㈭　
10
時
～

11
時
30
分

会　
場　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

定　
員　
先
着
15
人

費　
用　
無
料

内　
容　
歯
周
病
予
防
の
話
、歯・

入
れ
歯
の
手
入
れ
方
法
、
口
の

体
操
、
噛
む
と
い
い
こ
と
（
認

知
症
予
防
に
効
果
あ
り
）
の
話

申
込
み　
電
話
で
左
記
へ
。

㉄
健
康
推
進
課

　
☎

(52)
３
０
０
５

筋力低下
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「健康投資　いざ参ろうぞ　がん検診」
　定期的にがん検診を受けることをお勧めします。近年、日本人の２人に１人は「がん」になり、３
人に１人は「がん」で亡くなっています。「がん」は、不調を感じた頃にはかなり進んでいることが
あります。しかし、早期発見・早期治療を行えば多くの場合、治る病気でもあります。
　まだ受診されていない人は、是非ともこの機会にご利用ください。また、10月から伊東市民病院で
乳がん検診が受けられるようになりました。詳しくは市ホームページをご覧ください。

期　　間　　12月22日（金）まで
実施場所　市内協力医療機関
申 込 み　直接医療機関へお問い合わせください。
そ の 他　伊東市民病院でも令和６年３月８日㈮まで市のがん検診を実施しています。

詳しくは市ホームページをご覧ください。70歳以上の人や非課税世帯の人な
ど一部費用が無料になる場合があります。がん検診についてのお問い合わせ
は、電話で健康推進課までお願いします。

終了間近！

がんは、早期発見・早期治療を行えば、
多くの場合治る病気といわれています。

この機会にがん検診をご利用ください。

日本人の
２人に１人はがんになり、
３人に１人はがんで亡くなっています。

2
1

3
1

問健康推進課　☎ 52-3005

市ホームページ
「各がん検診等に

ついて」は
こちらから

各がん検診共通事項

静岡県立静岡がんセンター 出張がん よろず相談

　医師、看護師、ソーシャルワーカーなどが、市民
の患者・家族からのがんに関する疑問や不安、悩み
について相談に応じます。

日　時　12月22日㈮　13時～16時
場　所　市役所４階健康推進課

定　員　先着３人
申込み　11月27日㈪～12月８日㈮に電話で県立静

岡がんセンターよろず相談予約専用ダイヤル（☎
055-989-5392）まで。

㉄県立静岡がんセンターよろず相談
　☎055-989-5710

広報いとう 8



対象者　市に住民登録のある40歳以上の人
検　査　胸部レントゲン検査
費　用　200円（喀

かく
たん検査を一緒に受ける場合は

400円追加）
※喀

かく
たん検査は、50歳以上かつ１日喫煙本数×喫

煙年数が600以上の人が対象です。
※喀

かく
たん検査のみの肺がん検診は受けられません。

対象者　市に住民登録のある30歳以上の大腸がん
の症状がない人

費　用　500円
受診方法
　①市内協力医療機関で問診票と専用容器を受け取

る。
　②２日間分の便を採取する。
　③採取した便と問診票を受付をした医療機関の窓

口へ持って行く。
　④医療機関で受診結果を受け取る。
※大腸がん検診で「陽性」と判断された場合は、そ

のまま放置せずに必ず精密検査を受けましょう。

対象者　市に住民登録のある20歳以上の女性で、
令和４年度に子宮頸がん検診を受診していない人。
ただし、子宮疾患などで治療中の人と妊娠中の人
を除く。

費　用　受診券対象者は自己負担1,000円（医師の
判断により体部検査が追加となった場合は400円
追加）

受診方法　子宮頸がん検診受診券又は無料クーポン
券を持って、市内協力医療機関で受診してくださ
い。

その他　詳細については、６月にオレンジ色の封筒
で郵送した「子宮頸がん検診のご案内」をご参照
ください。

　子宮頸がんの罹
り

患
かん

率は、20代から増加しはじ
め、30代～40代にピークとなり、死亡率は、
加齢とともに増加します。子宮頸がんは、定期
的に検診を受けることによって、死亡率を減少
させることができます。まだ受診されていない
人は、是非、この機会にご利用ください。また、
集団検診（検診車）でも１月23日㈫、24日㈬
に検診があります。

子宮頸がん検診

日本においてがんの部位別でみた大腸がんの
罹
り

患
かん

率は第１位、死亡数は第２位となっていま
すが、早期発見・早期治療を行えば、ほぼ９割
の人が完治します。手軽に受診できることも大
腸がん検診の魅力です。

大腸がん検診

肺がんは、日本人のがんによる死亡原因の第
１位のがんです。また、たばこを吸う人は、吸
わない人に比べて、日本人男性では約５倍、女
性では約４倍、肺がんで死亡するリスクが高く
なります。

早期の肺がんは自覚症状がないことが多く、
定期的に検診を受診することが必要です。

肺がん検診

今年度の
　　がん検診

もう受けましたか？

9 2023.11



健康
    ひろば
健康
    ひろば

子 

育 

て

母
子
保
健
事
業

　
対
象
者
や
受
付
時
間
を
個
別
に

設
定
し
て
い
ま
す
。
受
付
時
間
、

持
ち
物
に
つ
い
て
は
、
個
別
に
通

知
し
ま
す
の
で
、
内
容
を
ご
確
認

の
上
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
子
育
て
支
援
課

☎
（32）
１
５
８
２

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

　
児
童
虐
待
は
、
将
来
に
わ
た
り

子
ど
も
の
心
身
に
深
い
傷
を
与
え
、

時
に
は
尊
い
命
が
奪
わ
れ
る
な
ど

の
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

児
童
虐
待
と
は
…

殴
る
、
蹴
る
、
叩
く

投
げ
落
と
す

激
し
く
揺
さ
ぶ
る　
　
な
ど

 
性
的
行
為
を
見
せ
る

ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
の

被
写
体
に
す
る　
　
　
な
ど

き
ょ
う
だ
い
間
で
の
差
別

言
葉
に
よ
る
脅
し
、
無
視

Ｄ
Ｖ　
　
　
　
　
　
　
な
ど

家
や
車
に
閉
じ
込
め
る

食
事
を
与
え
な
い

不
潔
に
す
る　
　
　
　
な
ど

　
虐
待
か
も
と
思
っ
た
ら
す
ぐ
に

お
電
話
を
く
だ
さ
い
。

児
童
相
談
所
全
国
共
通
３
桁
ダ
イ

ヤ
ル　
１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）

㉄
子
育
て
支
援
課

　
☎

(32)
１
５
８
１

お
子
さ
ん
の
就
学
に
必
要
な
母
子

及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
資
金

の
貸
付

貸
付
資
金
の
種
類

・
修
学
資
金
…
通
学
す
る
た
め
に

必
要
な
授
業
料
な
ど
の
費
用
を

継
続
的
に
貸
し
付
け
ま
す
。

・
就
学
支
度
資
金
…
高
校
や
大
学

な
ど
に
入
学
す
る
と
き
に
、
直

接
必
要
と
な
る
被
服
な
ど
の
購

入
費
用
を
入
学
時
に
１
回
だ
け

貸
し
付
け
ま
す
。

申
込
み　
11
月
１
日
㈬
～
30
日
㈭

に
子
育
て
支
援
課
で
面
接
会
の

予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。
12
月

中
に
市
役
所
で
面
接
会
を
行
い
、

申
請
書
を
提
出
し
て
申
込
み
に

な
り
ま
す
。

㉄
子
育
て
支
援
課

　
☎

(32)
１
５
８
１

母
子
・
父
子
自
立
支
援
員
に
よ
る

相
談
事
業

　
母
子
・
父
子
自
立
支
援
員
に
よ

る
相
談
支
援
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ひ
と
り
親
家
庭
の
お
悩
み
・

困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

㉄
子
育
て
支
援
課

　
☎

(32)
１
５
８
１

未
就
園
児
を
対
象
に
し
た
幼
稚
園

施
設
開
放

　
市
立
幼
稚
園
で
は
、
来
年
度
の

入
園
児
を
対
象
に
し
た
施
設
開
放

を
年
４
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
入
園
前
か
ら
園
や
集
団
の
雰
囲

気
を
味
わ
う
良
い
機
会
で
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

（
次
回
は
令
和
６
年
１
月
～
２
月

頃
の
予
定
で
最
終
で
す
。）

対　
象　
令
和
２
年
４
月
２
日
～

令
和
３
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

子
ど
も

申
込
み　
希
望
す
る
園
に
事
前
に

電
話
で
。

内
容
・
時
間　
各
園
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
状
況
に
よ
り
、
予
告
な
く

中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

㉄
幼
児
教
育
課

　
☎

(32)
１
９
５
２

健
　
康

「
お
も
い
♡
か
な
え
る
カ
ー
ド
」

の
配
布
場
所
の
拡
大
に
つ
い
て

　
令
和
５
年
９
月
か
ら
、
高
齢
者

福
祉
課
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
各

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
て
配

布
を
開
始
し
た
「
お
も
い
♡
か
な

え
る
カ
ー
ド
」
は
、
好
評
に
つ
き
、

各
出
張
所
、
松
原
連
絡
所
に
お
い

て
も
取
り
扱
い
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
周
囲
の
人
の
ち
ょ
っ

と
し
た
手
助
け
が
あ
れ
ば
自
分
の

望
ん
で
い
る
事
や
行
き
た
い
場
所

に
行
け
る
よ
う
に
、
自
分
の
お
も

い
を
自
由
に
記
載
で
き
る
「
お
も

い
♡
か
な
え
る
カ
ー
ド
」
を
作
成

し
ま
し
た
。
こ
の
カ
ー
ド
は
、
認

知
症
の
人
だ
け
で
な
く
、
ど
な
た

で
も
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

年
齢
を
重
ね
て
も
、
認
知
症
に

な
っ
て
も
、
し
た
い
こ
と
を
続
け

ら
れ
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
た
、
と

て
も
便
利
な
カ
ー
ド
で
す
。
カ
バ

ン
や
財
布
に
入
れ

て
持
ち
歩
き
、
必

要
な
と
き
に
取
り

出
し
て
使
い
ま
す
。

㉄
高
齢
者
福
祉
課

　
☎

(32)
０
７
８
１

11月の健診・教室 日　程

１歳６か月児健康診査 
(令和４年４月生まれ対象） 15日㈬

２歳児健康教室 
(令和３年10月生まれ対象） 21日㈫

３歳児健康診査 
(令和２年10月生まれ対象） 8日㈬

会場：健康福祉センター

ネグレクト 心理的虐待 性的虐待 身体的虐待

11月の幼稚園施設開放日
日程 幼稚園施設 電話番号

７日㈫
伊東幼稚園 37-2182
荻幼稚園 36-6227

９日㈭
富士見分園 36-6103

八幡野幼稚園 53-0395

10 日㈮
池幼稚園 54-0296

宇佐美幼稚園 48-9064
14 日㈫ 吉田幼稚園 45-0430

広報いとう 10
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市役所開庁時間：8時30分～17時15分
※土日・祝日は閉庁

i
11
月
は
静
岡
県
子
ど
も・

若
者
育
成
支
援
強
調
月
間

　
子
ど
も
・
若
者
の
健
全
な
育
成

に
は
、「
地
域
の
子
ど
も
は
地
域

の
大
人
が
育
て
る
」
と
い
う
意
識

を
持
ち
、
子
ど
も
・
若
者
が
社
会

の
一
員
と
し
て
自
立
し
、
主
体
的

に
活
躍
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

県
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
支
援

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

県
で
は
、
11
月
を
「
子
ど
も
・

若
者
育
成
支
援
強
調
月
間
」
と
し
、

子
ど
も
・
若
者
の
健
や
か
な
育
成

に
向
け
た
取
り
組
み
を
一
層
推
進

し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
皆
さ
ん
自

身
が
で
き
る
こ
と
を
考
え
、
行
動

す
る
き
っ
か
け
と
し
ま
し
ょ
う
。

㉄
生
涯
学
習
課

　
☎

(32)
１
９
６
１

i
11
月
25
日
～
12
月
１
日
は

犯
罪
被
害
者
週
間
で
す

　
犯
罪
被
害
者
及
び
そ
の
家
族
又

は
遺
族
は
、
犯
罪
に
よ
る
直
接
的

な
被
害
だ
け
で
な
く
、
心
身
の
不

調
、
周
囲
の
何
気
な
い
一
言
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
や
配
慮
の
な

い
言
葉
な
ど
、
精
神
的
な
「
二
次

被
害
」
に
苦
し
め
ら
れ
る
こ
と
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
「
犯
罪
被
害
者
週
間
」
を

機
会
に
、
犯
罪
被
害
者
及
び
そ
の

家
族
又
は
遺
族
が
置
か
れ
て
い
る

状
況
に
つ
い
て
一
層
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
伊
東
警
察
署
警
務
課

　
☎

(38)
０
１
１
０

▼
静
岡
犯
罪
被
害
者
支
援
セ
ン
タ

ー
　
☎
０
５
４
(６
５
１
)１
０
１
１

㉄
市
民
課
市
民
生
活
係

　
☎

(52)
３
０
０
２

i
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保

険
料
）控
除
証
明
書
の
発
行

　
令
和
５
年
１
月
１
日
か
ら
令
和

５
年
９
月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民

年
金
保
険
料
を
納
め
た
人
に
対
し

て
、
11
月
上
旬
ま
で
に
日
本
年
金

機
構
か
ら
「
社
会
保
険
料
（
国
民

年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が

送
付
さ
れ
ま
す
（
10
月
１
日
か
ら

12
月
31
日
の
間
に
初
め
て
納
付
し

た
人
に
は
、
来
年
の
２
月
上
旬
に

送
付
）
。
社
会
保
険
料
控
除
を
受

け
る
た
め
に
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
家
族
の
保
険
料
を
納
付
し
た

場
合
は
、
家
族
宛
て
に
送
ら
れ
た

証
明
書
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
書
面
で
交
付
し
て
い
た
控
除
証

明
書
を
、
電
子
デ
ー
タ
と
し
て
マ

イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
受
け
取
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

詳
し
く
は
日
本
年

金
機
構
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

㉄
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０（
０
５
）１
１
６
５

　
三
島
年
金
事
務
所

　
☎
０
５
５
(９
７
３
)１
１
６
６

　
保
険
年
金
課

　
☎

(32)
１
６
２
５

ス
マ
ホ
教
室
の
開
催

　
デ
ジ
タ
ル
機
器
の
使
用
に
対
す

る
不
安
解
消
を
目
的
に
、
総
務
省

の
「
デ
ジ
タ
ル
活
用
支
援
推
進
事

業
」
を
活
用
し
た
ス
マ
ホ
教
室
が
、

携
帯
シ
ョ
ッ
プ
で
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
総
務
省
指
定
の
研
修
を
受
け
た

講
師
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
行

政
手
続
や
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
方
法

に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日　
時　
総
務
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。
毎
月
末

に
翌
月
分
と
翌
々
月
分
が
更
新

さ
れ
ま
す
。

会　
場

▼
ド
コ
モ
シ
ョ
ッ
プ
伊
東
店

　
☎
０
１
２
０
(４
０
８
)８
６
６

▼
ａ
ｕ
シ
ョ
ッ
プ
伊
東

　
☎
０
８
０
０
(７
０
０
)０
３
７
８

▼
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
伊
東
川
奈

　
☎

(44)
４
１
０
０

費　
用　
無
料

申
込
み　
各
会
場
へ
の
電
話
、
店

頭
又
は
Ｗ
ｅ
ｂ
で
。

㉄
デ
ジ
タ
ル
政
策
課

　
☎

(32)
１
１
９
１

マチを好きになるアプリ

あなたのスマホに

「広報いとう」を！

上記 QR コードでアプリをインストールし、
「お住まいの地域」で「伊東市」を登録！

日本年金機構のホーム
ページはこちらから

総務省ホーム
ページ

市ホームペー
ジにもリンク
があります。

11 2023.11
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熱川温泉病院

診療日 月～金 診療時間
祝祭日休み

9：00～12：30
14：00～17：00

回復期～慢性期まで365日毎日リハビリテーションを行っています

賀茂郡東伊豆町白田424

TEL：0557-23-0843

お気軽にお問合せください
診療科目
内科・外科・消化器外科・呼吸器外科脳神経外科・
リハビリテーション科・整形外科・皮膚科・リウマチ科・
泌尿器科・脳神経内科・循環器内科・人工透析

介護の仕事の新たな担い手を養成する研修を開催します！介護の仕事の新たな担い手を養成する研修を開催します！

古着などの特別回収を実施します！古着などの特別回収を実施します！

㉄高齢者福祉課　☎32-1561

㉄環境課　☎32-1371

対　象　
・高齢者への生活援助サービス（掃除や買物など）の担

い手となる意向のある人
・訪問型サービス（基準緩和）の指定を受けている事業

所で働く意思のある人
日　時　11月24日㈮　９時～17時（昼休憩１時間）

【回収できるもの】
・ワイシャツ、タオル、セーター、ジーンズ、シーツ、子供

服、トレーナー　など
※洗濯してきれいにたたみ、袋に入れてお持ちください。
【回収できないもの】
・汚れた衣服、ぬれた衣服、帽子、靴、ぬいぐるみ、布団類、

ジャケット、スーツ、コート、靴下　など 
同時開催　スプレー缶、ガスカートリッジ、ライター、モバ

イルバッテリーも回収します。

会　場　広野ＭＣビル（広野１-３-26）
参加費　無料
定　員　先着25人
内　容　介護福祉士やホームヘルパーなどの資格が無くても、

本研修を修了することで、訪問型サービスＡ（掃除や買物
など）に従事する資格が取得でき、介護事業所で働くこと
ができます。

申込み　11月２日㈭～11月17日㈮までに電話で高齢者福祉
課へ。

日　時　11月30日(木)　10時～15時
場　所　スーパーナガヤ桜田店・鎌田店・八幡野店
※雨天時は古着を回収しません。スプレー缶、ガスカートリッジ、

ライター、モバイルバッテリーの回収は実施します。
※詳細は、お持ちいただくか、電話で環境課へ。

広報いとう 12
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国立私立小学校受験
公立小入学準備
子どもから大人まで　日本語教室
自然の中で伊豆合宿学習
 （企業への派遣・シッター・家庭教師はご相談下さい） 

バス停「大室高原２丁目」から徒歩２分
080-3005-7821
info@tokyo-k-academy.com

i
市
文
化
財
管
理
セ
ン
タ
ー

企
画
展「
戦
国
時
代
の
伊
東
」

期　
間　
11
月
17
日
㈮
～
令
和
６

年
３
月
31
日
㈰　

※
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
翌

日
）
は
休
館
し
ま
す
。

会　

場　

市
文
化
財
管
理
セ
ン

タ
ー
（
竹
の
台
３-

11
）

内　

容　

伊
勢
宗
瑞
（
北
条
早

雲
）
の
伊
豆
侵
攻
か
ら
徳
川
家

康
の
関
東
入
府
ま
で
の
戦
国
時

代
の
伊
東
に
つ
い
て
、
古
文
書

や
市
史
の
研
究
、
市
内
遺
跡
発

掘
調
査
で
得
ら
れ
た
情
報
を
踏

ま
え
て
紹
介
し
ま
す
。
今
年
度

の
大
河
ド
ラ
マ
の
時
代
の
知
ら

れ
ざ
る
伊
東
の
歴
史
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

㉄
市
文
化
財
管
理
セ
ン
タ
ー

　
☎

(36)
２
１
８
２

募
消
防
団
員
と
の
婚
活
イ
ベ

ン
ト
女
性
参
加
者
募
集

　

県
消
防
協
会
田
方
支
部
で
は
、

消
防
団
員
の
福
利
厚
生
事
業
と
し

て
、
出
会
い
の
機
会
や
結
婚
へ
の

き
っ
か
け
を
提
供
す
る
た
め
、
婚

活
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　
今
回
は
、
伊
豆
市
・
伊
豆
の
国　

市
の
消
防
団
に
所
属
す
る
独
身
男

性
と
交
流
し
ま
す
。

対　
象　
20
代
～
30
代
の
独
身
女

性
日　
時　
令
和
６
年
１
月
28
日
㈰ 

11
時
集
合
～
17
時
頃
解
散

※
JR
三
島
駅
に
集
合
し
、
バ
ス
で

移
動
と
な
り
ま
す
。

内　
容　
イ
チ
ゴ
狩
り
、
大
福
づ

く
り
体
験
な
ど
で
交
流

定　
員　
先
着
20
名

参
加
費　
２
千
円
（
当
日
集
金
）

募
集
期
間　
11
月
15
日
㈬
～
12
月

22
日
㈮

申
込
み　
左
記
入
力
フ
ォ
ー
ム
か

ら
必
要
事
項
を
入
力
し
て
く
だ

さ
い
。

主　
催　
県
消
防
協
会
田
方
支
部

㉄
県
消
防
協
会
田
方
支
部
（
担
当　

伊
豆
の
国
市
危
機
管
理
課
）

　
☎
０
５
５
(９
４
８
)１
４
８
２

syoubou@
city.izunoku

ni.shizuoka.jp

i
観
光
に
関
す
る
住
民
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
ご
協
力
の
お
願
い

　

美
し
い
伊
豆
創
造
セ
ン
タ
ー

（
略
称
：
美
伊
豆
）
は
伊
豆
半
島

の
地
域
活
性
化
を
図
る
観
光
Ｄ
Ｍ

Ｏ
団
体
で
、
県
、
伊
豆
半
島
７
市

６
町
、
民
間
企
業
か
ら
派
遣
さ
れ

た
職
員
な
ど
が
観
光
誘
客
や
地
域

振
興
な
ど
に
関
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
美
伊
豆
で
は
伊
豆
地
域
の
住
民

の
皆
さ
ん
が
観
光
客
の
受
入
れ
に

対
し
て
持
つ
思
い
や
地
域
へ
の
愛

着
と
誇
り
な
ど
を
調
査
す
る
た
め
、

「
観
光
に
関
す
る
住
民
満
足
度
調

査
」
を
ア
ン
ケ
ー
ト
形
式
に
よ
り

行
い
ま
す
。
こ
の
調
査
結
果
は
、

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
の
満
足
度
向

上
に
貢
献
す
る
取
組
の
基
礎
資
料

に
な
り
ま
す
。
よ
り
良
い
観
光
地

域
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
に
、
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

期　
間　
11
月
１
日
㈬
～
12
月
31

日
㈰　

回　
答　
左
記
の
二
次
元
コ
ー
ド

か
ら
回
答
で
き
ま
す
。

㉄
美
し
い
伊
豆
創
造
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
５
８
(７
２
)０
２
８
０

i
個
人
事
業
税
の
納
期
限
は

11
月
30
日
㈭
で
す

　
個
人
事
業
税
は
、
商
店
の
経
営

や
不
動
産
貸
し
付
け
な
ど
を
個
人

で
行
い
、
一
定
の
基
準
を
満
た
す

場
合
に
納
め
る
県
税
で
す
。

　
お
近
く
の
金
融
機
関
、
郵
便
局
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
又
は
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
納
付
で
き
ま

す
。
ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決

済
ア
プ
リ
で
も
納
付
で
き
ま
す
。

　
詳
細
は
、
送
付
す
る
納
付
書
又

は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
納
期
限
ま
で
に
納
め
ま

し
ょ
う
。

㉄
県
熱
海
財
務
事
務
所

　
☎

(82)
９
０
８
６

イベント詳細と
入力フォームは

こちらから

回答は
こちらから

美伊豆の詳細は
こちらから

13 2023.11



広 告 欄

「広報いとう」の発行経費に充てるため、広告を掲載しています。広告の内容に関する一切の責任は広告主に帰属し、市が推奨・保証などするものではありません。

i
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理

セ
ミ
ナ
ー・相
談
会

日　
時　
12
月
２
日
㈯

　
13
時
（
受
付
）
～
16
時
30
分

会　
場　
市
役
所
８
階
大
会
議
室

費　
用　
無
料

内　
容　

・
第
１
部　
「
改
め
て
管
理
組
合

運
営
の
将
来
を
考
え
る
～
二
つ

の
老
い
と
ど
う
向
き
合
う
か

～
」

・
第
２
部　
参
加
管
理
組
合
に
よ

る
意
見
交
換
会　

・
第
３
部　
個
別
相
談
会
（
先
着

順
）

申
込
み　
電
話
で
左
記
へ
。

㉄
建
築
住
宅
課

　
☎

(32)
１
７
６
３

i
無
料
税
務
相
談

 　
東
海
税
理
士
会
熱
海
支
部
で
は
、

11
月
の
「
税
を
考
え
る
週
間
」
協

賛
事
業
と
し
て
、
無
料
税
務
相
談

を
行
い
ま
す
。
税
金
に
つ
い
て
お

悩
み
の
人
な
ど
、
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

日　
時　
11
月
14
日
㈫　
14
時
～

16
時

会　
場　
市
役
所
低
層
棟
２
階
中

会
議
室

相
談
員　
東
海
税
理
士
会
熱
海
支

部
会
員

㉄
東
海
税
理
士
会
熱
海
支
部

　
☎

(32)
３
６
５
５

 

i
税
の
作
品
展

 　
11
月
11
日
㈯
～
17
日
㈮
は
「
税

を
考
え
る
週
間
」
で
す
。

　
市
内
の
児
童
・
生
徒
の
皆
さ
ん

か
ら
応
募
の
あ
っ
た
税
に
関
す
る

作
品
の
展
示
（
入
賞
作
品
の
一

部
）
を
行
い
ま
す
。

展
示
期
間　
11
月
19
日
㈰
～
11
月

28
日
㈫

会　
場　
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
伊
東

広
野
店

内　
容　
税
の
標
語
、
作
文
・
習

字
・
ポ
ス
タ
ー
作
品
展
示

㉄
熱
海
税
務
署

　
☎

(81)
３
４
３
８

i
静
岡
県
最
低
賃
金
改
正

 　
県
内
の
事
業
場
で
働
く
（
パ
ー

ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
含
む
。）

全
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
、

「
静
岡
県
最
低
賃
金
」
が
改
正
さ

れ
、
10
月
１
日
か
ら
時
間
額
９
８

４
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
特
定
の
産
業
に
は
特
定

（
産
業
別
）
最
低
賃
金
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

㉄
静
岡
労
働
局
賃
金
室

　
☎
０
５
４
(２
５
４
)６
３
１
５

納付相談会
①市税・国保税のことは…
　収納課　　　☎32-1291
②後期高齢者医療保険料のこと
　は…
　保険年金課　☎32-1624
休日：①②11月18日(土)
　　　①８時30分～正午
　　　②８時30分～17時
夜間：①11月16日(木)
　　　①17時30分～19時

人口と世帯数
9/30現在　（　）前月比
人　口　65,609人（－68）
　男　　31,115人（－33）
　女　　34,494人（－35）
世帯数　35,705世帯（＋10）

市水道の平日・休日の修理
水道のトラブルは
市水道センター(☎36－2010)へ

（受付時間：８時 30 分～ 22 時）
水道本管、一般家庭の水道メー
ターまでの漏水調査と修理手配
を行います。
※なお、水道メーター以降 ( 宅

内側 ) の修理及び排水などの
トラブルは、直接、水道工事
店へ。

11月の献血は
お休みです。

㉄社会福祉協議会　☎36-5512

今月の
　献血

11月から12月は県下一斉 滞納整理強化月間
～税金は納期内に納めましょう～
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税
金
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行

う
た
め
の
財
源
で
あ
り
、
納
税
は

国
民
の
義
務
と
憲
法
で
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
納
期
限
を
守
っ
て
納

税
し
て
い
る
大
多
数
の
皆
さ
ん
と

の
公
平
性
を
保
つ
た
め
、
11
月
か

ら
12
月
ま
で
を
「
滞
納
整
理
強
化

月
間
」
と
し
、
県
及
び
県
内
の
各

市
町
と
も
連
携
し
て
、
市
税
徴
収

の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

税
金
は
他
の
債
権
に

優
先
し
て
徴
収

　
法
律
の
定
め
に
よ
り
、
原
則
と

し
て
税
金
は
他
の
債
権
よ
り
優
先

し
て
徴
収
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
す
。
「
生
命
保
険
料
の
支
払
い

が
あ
る
か
ら
」
、
「
ロ
ー
ン
の
返

済
が
あ
る
か
ら
」
な
ど
は
、
納
税

が
で
き
な
い
理
由
と
し
て
認
め
ら

れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
自
己
破
産
を

申
し
立
て
免
責
許
可
を
受
け
た
場

合
も
、
税
債
権
は
免
責
に
な
り
ま

せ
ん
。

災
害
な
ど
に
よ
り
納
期
限
内

の
納
税
が
困
難
な
場
合
…

　
災
害
・
病
気
・
失
業
・
倒
産
な

ど
の
特
別
な
事
情
に
よ
り
、
納
期

内
に
納
税
す
る
こ
と
が
困
難
に

な
っ
た
場
合
は
、
納
税
猶
予
の
対

象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

収
納
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

納
付
や
相
談
が
な
い
ま
ま

放
置
す
る
と
…

　
未
納
の
ま
ま
納
期
限
を
過
ぎ
る

と
滞
納
と
な
り
、
地
方
税
法
が
準

用
す
る
国
税
徴
収
法
第
四
十
七
条

に
お
い
て
、
督
促
状
を
発
送
し
て

10
日
を
経
過
し
て
も
納
税
さ
れ
な

い
場
合
に
は
、
差
押
処
分
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。
国
税
徴
収
法
の
規
定
に

基
づ
き
、
滞
納
者
の
預
貯
金
口
座
、

生
命
保
険
の
契
約
内
容
、
勤
務
先

の
給
料
、
自
営
業
の
人
の
取
引
先

な
ど
の
財
産
調
査
を
し
た
上
で
、

滞
納
処
分
と
し
て
差
押
処
分
を
行

い
ま
す
。

　
滞
納
処
分
の
流
れ
は
、
下
記
の

と
お
り
で
す
。

（約 1 か月間）

滞納処分 滞納

差
し
押
さ
え
た
財
産（
※
）を
金
銭
に
換

え
、
未
納
税
に
あ
て
ま
す
。

※
財
産

・
金
融
機
関
の
預
貯
金

・
生
命
保
険
契
約
（
解
約
返
戻
金
な
ど
）

・
給
与

・
年
金

・
売
掛
金

・
不
動
産

・
自
動
車

・
高
級
家
財
や
家
電              

な
ど

督
促
状
の
発
送
か
ら
10
日
経
過

約
20
日
後

滞
納
処
分
の
流
れ

納
税
通
知

納
期
限

督
促
状差

押
・
取
立
（
換
価
）

11月から12月は県下一斉 滞納整理強化月間
～税金は納期内に納めましょう～

問収納課　☎32-1291〜1293

15 2023.11



みんなの暦
令和5年（2023年）11月（霜月） ■観光イベントなどの情報は…

　伊東観光協会　☎37-6105

問公営競技事務所　☎36-0120伊東温泉競輪開催日
11月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

本場
昼間 FⅠ♥ 

（JC）
ナイター
ミッド ミッドナイト♥

場外
昼間

防府記念 
（in 玉野） 前橋 F Ⅰ 京王閣 F Ⅰ 

（関東 C） 福井 F Ⅰ 施設整備 G Ⅲ 
（大垣） 松戸 F Ⅰ いわき平 F Ⅰ 豊橋 F Ⅰ

取手 F Ⅰ 豊橋 F Ⅰ 高松 F Ⅰ 静岡 F Ⅰ 広島 F Ⅰ 
（in 玉野） 高知 F Ⅰ 佐世保 F Ⅰ

小松島 F Ⅰ 弥彦 F Ⅱ

ナイター 静岡 F Ⅰ 別府 F Ⅰ 四日市記念 川崎 F Ⅰ 競輪祭ＧⅠ（小倉） 玉野 F Ⅰ
※本場ナイター時以外の場外ＦⅠ・ＦⅡナイターは、昼場の場外開催終了後、販売を終了します。

♥…ガールズケイリン含む本場開催

休
日
（
日
曜
・
祝
日
）
当
番
医

日・曜日 内　科 外　科 小児科

3(金) 伊豆高原クリニック☎55-2522
青木クリニック
☎45-5115

むらかみ小児科クリニック
☎52-4710

5(日) 横山医院☎35-0431
大川胃腸科外科
☎36-9559

12(日) 伊東ヘルスサポートクリニック☎55-7622
城ケ崎やまだクリニック
☎53-1201

伊東ヘルスサポートクリニック
☎55-7622

19(日) 高野医院☎38-2111
許田医院
☎37-5071

高野医院
☎38-2111

23(木) やまもプラザファミリークリニック☎53-0707
メディカルはば伊豆高原
☎33-1200

やまもプラザファミリークリニック
☎53-0707

26(日) たちばなメディカルクリニック☎45-4811
ばすぎ整形外科クリニック
☎47-2737

たちばなメディカルクリニック
☎45-4811

■当番医の予定は変更となる場合がありますので、最新の情報はナビダイヤル ☎0570-064-307か市ホームページでご確認ください。
■内科当番医で小児科を受診する際には、来院前に電話で受診が可能かご確認ください。年齢によっては受診できないことがあります。
　その場合は伊東市民病院に電話（37-2626）でご相談ください。
■夜間救急医療センターは伊東市医師会に診療業務をお願いしています。
■休日当番医は、伊東市医師会の協力により運営しています。

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

文化の日 伊東駅前朝市
（毎週土・日曜日）
芸術祭上演部門

尻つみ祭り

文化財管理センター
企画展（～3/31）

広報いとう12月
号配布予定日

勤労感謝の日

■夜間（午後７時〜午後11時）は
■深夜（午後11時〜午前８時）は
■休日（午前９時〜午後５時）は

夜間救急医療センターへ　☎37-2510
伊東市民病院へ　☎37-2626
各当番医へ　＊緊急の場合は　☎119へ

急病になったら…

赤口

先勝

仏滅

大安

先勝

仏滅

大安

赤口

友引

大安

赤口

先勝

友引

先負
立冬

赤口

先勝
小雪

友引

先負

仏滅

先勝

友引

先負

仏滅

大安

友引

先負

大安

赤口

先負

仏滅

5

12

19

26

1

6

13

20

27

2

7

14

21

28

3

10

17

24

8

15

22

29

4

11

18

25

9

16

23

30

今月の納税　納期限は11月30日㈭

問 収納課　☎ 32-1291

□国民健康保険税５期
納付は、便利で安心な口座振替をご利用ください。
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相談案内
■会場…市役所２階市民課市民生活係　■☎ 52-3002（予約）
※都合により変更・中止となる場合がありますのでお問い合わせください。

相談日が祝日の場合はお休みです。

相談内容・日時 会場 問い合わせ
●教育相談

月～金曜日　9時～16時30分 教育支援センター 教育相談室　☎37-7476
●家庭児童相談　＊要電話予約

月～金曜日　9時30分～16時 健康福祉センター
家庭児童相談室　☎37-9667(9時30分～16時)
子育て支援課　☎32-1581

●メンタル相談　＊要電話予約
 16日(木) 13時30分～14時30分・14時45分～15時45分 市役所４階健康推進課 健康推進課　☎32-1583
●出張年金相談　＊要電話予約（保険年金課　☎32-1625）

 ８日(水) 10時～14時30分／杉村労務管理事務所 市役所５階小会議室 その他、厚生年金等の請求やご不明な点は、
ねんきんダイヤルへ　☎0570-05-1165 28日(火) 10時～14時30分／三島年金事務所 市役所地下会議室

●女性相談
月～金曜日　 9時～16時 市役所１階社会福祉課 社会福祉課　☎32-1537
●あんしん法律相談　＊要電話予約

第２、第４火曜日　13時30分～16時30分 健康福祉センター 社会福祉協議会　☎36-5512
●心配ごと相談

毎週水曜日　13時30分～16時 健康福祉センター 社会福祉協議会　☎36-5512
●補聴器の相談

 17日(金) 14時～15時30分 観光会館第４会議室
社会福祉課　☎32-1532 20日(月) 10時～15時　 玖須美温泉会館

 21日(火) 10時～13時 八幡野コミュニティセンター
●身体障がい福祉相談会

 ６日(月) 13時30分～15時30分 市役所１階社会福祉課 なかいずリハ　☎0558-83-2195
●知的障がい福祉相談会　＊要電話予約

第 1、第３火曜日（祝日を除く。）　9時 30分～ 11時 30分 市役所１階社会福祉課 いぶき　☎52-3213
●精神障がい福祉相談会　＊要電話予約

 22日(水) 10時～16時 市役所５階小会議室 サポートセンターりりぶ　☎82-5680
●生活困窮の相談　住まいや仕事、家計のことなど、生活の困りごとについてご相談ください。

月～金曜日　8時30分～17時15分 市役所１階社会福祉課 くらし相談センター「こころ」　☎36-1190
●消費生活相談　土日休日（年末年始を除く。）は10時～16時の間、消費者ホットライン（188）で相談を受け付けています。

月～金曜日　9時～正午、13時～16時 市役所低層棟２階
消費生活センター 消費生活センター　☎52-3362

●いとう市民活動支援センター相談会　web会議システムによる相談対応も可能です。　＊要申込
 28日(火) 13時30分～16時30分 市役所３階小会議室 企画課　☎32-1062

■交通事故相談
 21日(火) 13時～15時30分／尾沢勇紀 弁護士
　　　　　（11月20日（月）15時までに要電話予約）

■行政相談
 16日(木) 13時～15時／山下えり子 行政相談委員
■行政手続の相談(相続関係・内容証明・車庫証明・建設業許可)
 ８日(水) 10時～正午／行政書士会
■土地家屋調査士会の相談
＊今月はありません。
■市民不動産相談(会場は市役所１階展望ギャラリー)
 24日(金) 13時～15時／宅建協会東部支部相談員

■法律相談
 ６日(月) 8時45分～11時30分／髙橋省吾 弁護士
 14日(火) 8時45分～11時30分／瀬野俊之 弁護士
 21日(火) 8時45分～11時30分／東端克博 弁護士
 24日(金) 8時45分～11時30分／髙山　功 弁護士
■税務相談　受付：当日窓口で８時30分から(先着６人)

 10日(金) 13時～15時／出口啓一 税理士
■登記の相談　受付：当日窓口で８時30分から(先着６人)

 ２日(木) 10時～正午／齋藤　整 司法書士
■人権相談
 ２日(木) 13時～15時／堀川珠代・上原直枝 人権擁護委員

受付：11月１日(水)から各回前開庁日15時まで
　　　（要電話予約８人）
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ほか児童書も含め、多数購入しています。
としょかん information
■メール予約連絡をご利用の人へ
　一部アドレスについて、「迷惑メール」、「なりすましメー
ル」として認識されるケースが発生しています。送信エラーの場
合は電話対応をしていますが、迷惑メールフォルダなどに受信さ
れている場合は、エラーとならないため、こちらでは確認するこ
とができません。随時ご確認をお願いします。
■今月の休館日
　毎週月曜日、11月３日(金・祝)、11月23日(木・祝)、11月30日(木)

としょかんだより 問伊東図書館　☎36-7433

主な新着図書のご紹介
書名 著者

1 ちぎれた鎖と光の切れ端 荒木　あかね
2 ヴァンプドッグは叫ばない 市川　憂人
3 素敵な圧迫 呉　勝浩
4 黒い糸 染井　為人
5 百鬼園事件帖 三上　延
6 最後の三角形 ジェフリー・フォード
7 どんぐり たての　ひろし
8 おばけっているの？ エラ・ベイリー

今月のオススメ図書

『おとなってこまっちゃう』
ハビエル・マルピカ／偕成社

９歳のサラと時に子どもっぽくて素直な大人
たちの話。おじいちゃんがママと同じくらい
の年の人と再婚することになった。サラは大
賛成だけど、ママは大反対。どうにかしてマ
マを説得したいけど…

㉄生涯学習課　☎32-1962
FAX37-8117ワクワク伝言板 伊東市二

は た ち

十歳式

代 表 者　田上　敏彦
　　　　　☎080-9581-5599
活動日時　第２・４週　火曜日
　　　　　10時～11時30分
活動場所　児童・身体障害者福祉セ
　　　　　ンターはばたき
会　　費　無料
会 員 数　６人（男性２人、女性４人）　
内　　容　平成21年、主に視覚に障

がいがある人に文書を音声化して
提供する目的で発足した市唯一の
音訳サークルです。現在「広報い
とう」、「市議会だより」など、
定期的に作成（ＣＤ化）していま
す。自己啓発の一環として皆さん
も仲間に入りませんか？ 

主　　催　伊豆フィルハーモニー管
　　　　　弦楽団
日　　時　12月３日(日)
　　　　　開場13時15分　開演14時
会　　場　観光会館
チケット　一般　2,000円　
　　　　　高校生以下　無料　
　　　　　※全席自由
取 扱 店　岩上書店、本のサガミヤ、

デュオカウンター、文化堂、文泉
堂書店、観光会館

連 絡 先　☎090-8072-4614
内　　容　指揮者　小津　凖策
　スペシャルゲスト　岡本　知高

（ソプラニスタ）
　【曲目（一部抜粋）】　
　・ワルツ『春の声』
　・トリッチトラッチポルカ　
　・『鎌倉殿の13人』メインテーマ

など

　このコーナーでは、各種団
体・サークルの情報を掲載して
います。掲載を希望する人は、
生涯学習課生涯学習係「ワクワ
ク伝言板担当」☎32-1962まで
ご連絡ください。
※団体によっては掲載できない　
　場合もあります。

対　象　平成15年４月２日～平成16
年４月１日に生まれた人

日　時　令和６年１月７日㈰
　　　　10時開場、10時30分開式
　　　　（予定）
会　場　観光会館
案　内　市に住民登録がある対象者

に二十歳式の案内状を送付
します。住民登録を市外に
移した人は、生涯学習課ま
でご連絡ください。

㉄生涯学習課　☎32-1961

◆音訳サークル　ひなぎく◆ ◆トヨタコミュニティコンサート◆
伊豆フィルハーモニー

管弦楽団　創立30周年記念
ガラコンサート

みんなでお祝いしよう！新規会員募集 イベント告知

火災の怖さ、忘れていませんか…
日頃から「火の用心」を心がけ、火災のない、

安全で、安心できるまちづくりを目指しましょう。

広報いとう 18



●火災の発生を防ぐため
に、ストーブやこんろ
などは安全装置の付い
た機器を使用する。

●火災の早期発見のため
に、住宅用火災警報器を定期的に点検し、10
年を目安に交換する。

●火災の拡大を防ぐために、部屋を整理整頓し、
寝具や衣類、カーテンは、防炎品を使用する。

●火災を小さいうちに消
すために、消火器など
を設置し、使い方を確
認しておく。

●お年寄りや身体の不自
由な人は、避難経路と避難方法を常に確保し、
備えておく。

●防火防災訓練への参加、戸別訪問などにより、
地域ぐるみの防火対策を行う。

駿東伊豆消防本部イメージキャラクター
駿太（しゅんた）君

●寝たばこは、絶対にし
ない、させない。

●ストーブの周りに燃え
やすいものを置かない。

●こんろを使うときは火
のそばを離れない。

●コンセントはほこりを清掃し、不必要なプラ
グは抜く。

6つの対策 4つの習慣

火災の怖さ、忘れていませんか…
日頃から「火の用心」を心がけ、火災のない、

安全で、安心できるまちづくりを目指しましょう。
問駿東伊豆消防本部伊東消防署　☎ 38-0119

火を消して　不安を消して　つなぐ未来
（全国統一防火標語）

住宅防火　いのちを守る 10 のポイント

秋季全国火災予防運動
11月９日(木)～15日(水)
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性犯罪・性暴力、ＤＶの相談窓口
年齢・性別を問わず相談できます。

【性犯罪・性暴力被害者のためのワンストップ支援
センター】
　短縮電話番号「＃ 8891」（早くワンストップ）

【性暴力に関するＳＮＳ相談】
　「Ｃｕｒｅ Ｔｉｍｅ（キュアタイム）」
　https://curetime.jp/

【ＤＶ相談ナビ】短縮電話番号「＃8008」（はれれば）
【ＤＶ相談プラス】0120-279-889（24時間）

全国一斉「女性の人権ホットライン」強化週間

　ひとりで悩まず、相談してください

　期間　11月15日㈬～21日㈫
　時間　８時30分～19時
　　　　（土日は10時～17時）
　※強化週間以外は、平日８時30分～17時15分

㉄静岡地方法務局　静岡県人権擁護委員連合会
　☎0570-070-810

㉄市民課市民生活係　☎ 52-3002
誰誰もがもが多様性多様性をを認認めめ合合い、い、自自らのらの望望むむ活躍活躍をを実現実現することができるまちへすることができるまちへ

11月12日～25日は「女性に対する暴力をなくす運動」期間

　いつ、どこで、だれと、どのような性的な関係を持つかは、あなたが決めることが
できます。同意のない性的な行為は「性暴力」です。相手と対等な関係でなかったり、
嫌だと言えない状況であったりしたなら、本当の同意があったことにはなりません。
　つらいこと、不安なことについて一人で抱え込まず、まずは性犯罪・性暴力被害者
のためのワンストップ支援センターに話してみませんか。

心を傷つけることも暴力です。―ひとりで抱えず、最初の一歩を―

　暴力は、その対象の性別や加害者・被害者の間柄を問わず、決して許されるもので
はありませんが、特に配偶者などからの暴力、性犯罪・性暴力、ストーカー行為、売
買春、人身取引、デートDV、セクシュアルハラスメント、痴漢、AV出演被害、イ
ンターネット上の性的な暴力など、女性に対する暴力は女性の人権を著しく侵害する
ものです。

※１１月２５日は「女性に対する暴力撤廃国際日」

女性に対する暴力根絶のシンボル
パープルリボン

内閣府男女共同参画局　
ホームページより

　誰もが修学旅行で経験したことのある「まくら投げ」を競技
化したオリジナリティあふれる伊東市発祥のイベント参加チー
ムを募集します。なお、参加申込多数の場合、抽選となります。
会　場　市民体育センター
申込み　一般の部・子どもの部の２部門です。詳細は観光ホー

ムページをご覧ください。
申込み期間　11月１日㈬～11月30日㈭
㉄伊東観光協会　☎37-6105

第12回第12回
全日本まくら投げ大会全日本まくら投げ大会
in 伊東温泉in 伊東温泉
参加者募集参加者募集

２
月

24日（土）

25日（日）


